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① 高音質設計
アナログ信号はプロユース相当の96 kHz/24 bitでサンプリングされます。
ミキシングは「DJM-1000」「DJM-800」と同等の32 bit DSPによって
音質劣化ゼロで実行され、DJプレイに最適なクリアでパワフルなクラブ
サウンドを実現しました。

② 3バンドイコライザー＆キル
HI、MID、LOWの各チャンネル対応イコライザーを搭載、また、減衰
レベルは－∞まで落とせるキル機能となります。

③ 多彩なエフェクト
1） ビート・エフェクト
「DJM-600」で好評な「ビートエフェクト」をさらに進化させました。
計測したBPM（Beat Per Minute）に連動してエフェクトをかけるこ
とにより、様々な音の演出が可能です。
ディレイ/エコー/フィルター/フランジャー/フェイザー/ロボット/ロー
ルなど、多彩なエフェクトが楽しめます。
2） 拍セレクトボタン
BPMに連動したエフェクトタイムが自動設定されます。
ビートエフェクトを同期させる希望の拍数を選択できます。
3） インループサンプラー
曲のBPMを認識して、4拍分のソースを最大5バンク録音し、再生して
いる曲のBPMに合わせてループ再生が行えます。

④ 2 MICインプット、AUX切換
2系統のMIC入力を搭載。AUXに切り換えることが可能なため、三番
目のLINE入力としても使用が可能になります。

⑤ オート・トークオーバー
マイク入力時に自動的に曲の音量を下げる「トークオーバー機能」搭載。

⑥ その他
÷ コントロールケーブルでの接続により、フェーダー操作に連動して
当社DJ用CDプレーヤーがスタートする「フェーダー・スタート・プ
レイ」が可能

÷ クロスフェーダーのカーブを変更できる「フェーダーカーブアジャス
ト」搭載。

÷ オートBPMカウンターを装備。曲のテンポが目で見てわかります。
÷ モニターの自動振り分け機能。各チャンネル入力とマスター出力を
ヘッドホンの左右に振り分けてモニターできます。

÷ 充実した入出力端子。CD、LINE/PHONO各2系統（MM専用）、マ
イク2系統の計6入力と2系統の出力を装備しております。

このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきまして、
まことにありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
特に、「安全上のご注意」は必ずお読みください。
なお、「取扱説明書」は「保証書」、「ご相談窓口・修理窓口のご案
内」と一緒に必ず保管してください。

本機の特長

仕　様
1. 一般
電源 ...................................................................... AC100V、50/60 Hz
消費電力 .............................................................................................10 W
動作温度 .........................................................................＋5 ℃～＋35 ℃
動作湿度 ................................................. 5 %～85 % (結露のないこと)
質量 ...................................................................................................3.2 kg
最大外形寸法......... 223 (幅)×304.7 (奥行き)×106.6 (高さ) mm

2. オーディオ部
サンプリングレート ...................................................................... 96 kHz
A/D、D/Aコンバーター ............................................................. 24 bits
周波数特性
LINE ........................................................................ 20 Hz～20 kHz
MIC .......................................................................... 20 Hz～20 kHz
PHONO ..................................................... 20 Hz～20 kHz(RIAA)

SN比（定格出力時）
LINE .......................................................................................... 97 dB
PHONO .................................................................................... 82 dB
MIC ............................................................................................ 78 dB

歪率 (LINE－MASTER OUT) ................................................ 0.007 ％
入力レベル／インピーダンス
PHONO ............................................................. －52 dBu /47 kΩ
MIC 1、MIC 2 ................................................. －52 dBu /47 kΩ
CD、LINE ......................................................... －12 dBu /47 kΩ

出力レベル／インピーダンス
MASTER OUT ................................................... ＋2 dBu /10 kΩ
PHONES ............................................................... ＋2 dBu /32 Ω

クロストーク（LINE）...................................................................... 78 dB

チャンネルイコライザー特性（アイソレーター）
HI ................................................................＋9 dB～－∞ (13 kHz)
MID ................................................................＋9 dB～－∞ (1 kHz)
LOW .............................................................＋9 dB～－∞ (70 Hz)

マイクイコライザー特性
HI ................－12 dB（左回しきり）～0 dB（センター） (10 kHz)
LOW .......... －12 dB（右回しきり）～0 dB（センター） (100 Hz)

3. 入出力端子
PHONO/LINE入力端子
　RCAピンジャック ................................................................................. 2
CD入力端子
　RCAピンジャック ................................................................................. 2
MIC/AUX入力端子
　フォーンジャック（φ6.3 mm）.......................................................... 2
MASTER出力端子
　RCAピンジャック ................................................................................. 2
PHONES端子
　ステレオフォーンジャック（φ6.3 mm）........................................... 1
CONTROL端子
　ミニフォーンジャック（φ3.5 mm）................................................... 2

4. 付属品
取扱説明書.................................................................................................. 1
電源コード.................................................................................................. 1
ご相談窓口・修理窓口のご案内 .............................................................. 1
保証書 ......................................................................................................... 1

上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあります。
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〔使用方法〕
● 本機の上に花びん、植木鉢、コッ
プ、化粧品、薬品や水などの入っ
た容器または小さな金属物をおか
ないでください。こぼれたり、中
に入った場合、火災・感電の原因
となります。

● ぬれた手で（電源）プラグを抜き差
ししないでください。感電の原因
となることがあります。

● 本機の通風孔などから、内部に金
属類や燃えやすいものなどを差し
込んだり、落とし込んだりしない
でください。
火災・感電の原因となります。特
にお子様のいるご家庭ではご注意
ください。

● 本機のカバーを外したり、改造し
たりしないでください。内部には
電圧の高い部分があり、火災・感
電の原因となります。内部の点
検・整備・修理は販売店にご依頼
ください。

● 電源コードを傷つけたり、加工し
たり、無理に曲げたり、ねじった
り、ひっぱったり、加熱したりし
ないでください。コードが破損し
て火災・感電の原因となります。
コードが傷んだら（芯線の露出、断
線など）販売店に交換をご依頼くだ
さい。

● 雷が鳴り出したらアンテナ線や電
源プラグには触れないでくださ
い。感電の原因となります。

● 製品に付属の電源コンセントには、
そのパネルおよび取扱説明書に表示
された容量を超える消費電力を持つ
電気機器を接続しないでください。
火災の原因となります。
電熱器具、ヘアードライヤー、電
磁調理器などは接続しないでくだ
さい。また表示してある電力以内
であっても、電源を入れた時に大
電流の流れる機器などは接続しな
いでください。

安全に正しくお使いいただくために
絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため
に、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっ
ています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人
が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人
が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損
害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示の例
記号は注意（警告を含む）しなければならない内容である

ことを示しています。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれ
ています。

記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。
図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が
描かれています。

●記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコン
セントから抜け）が描かれています。

警告

注意

安全上のご注意

安全上のご注意

〔異常時の処置〕
● 万一煙が出ている、変なにおいや
音がするなどの異常状態のまま使
用すると火災・感電の原因となり
ます。すぐに機器本体の電源ス
イッチを切り、必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。
煙が出なくなるのを確認して販売
店に修理をご依頼ください。お客
様による修理は危険ですから絶対
おやめください。

● 万一内部に水や異物等が入った場
合は、まず機器本体の電源スイッ
チを切り、電源プラグをコンセン
トから抜いて販売店にご連絡くだ
さい。そのまま使用すると火災・
感電の原因となります。

● 万一本機を落としたり、カバーを
破損した場合は、機器本体の電源
スイッチを切り、電源プラグをコ
ンセントから抜いて販売店にご連
絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

〔設置〕
● 付属の電源コードはこの機器のみ
で使用することを目的とした専用
品です。他の電気製品ではご使用
になれません。他の電気製品で使
用した場合、発熱により火災・感
電の原因となることがあります。
また電源コードは本製品に付属の
もの以外は使用しないでくださ
い。他の電源コードを使用した場
合、この機器の本来の性能が出な
いことや、電流容量不足による発
熱により火災・感電の原因となる
ことがあります。

● 電源プラグの刃および刃の付近に
ほこりや金属物が付着している場
合は、電源プラグを抜いてから乾
いた布で取り除いてください。そ
のまま使用すると火災・感電の原
因となります。

 警 告

● 電源コードの上に重いものをのせ
たり、コードが本機の下敷きにな
らないようにしてください。ま
た、電源コードが引っ張られない
ようにしてください。コードが傷
ついて、火災・感電の原因となり
ます。コードの上を敷物などで覆
うことにより、それに気付かず、
重い物をのせてしまうことがあり
ます。

● 放熱をよくするため他の機器、壁
等から間隔をとり、またラックに
入れる時はすき間をあけてくださ
い。また、次のような使い方で通
風孔をふさがないでください。内
部に熱がこもり、火災の原因とな
ることがあります。
÷ あおむけや横倒し、逆さまにする。
÷ 押し入れなど、風通しの悪い狭いと
ころに押し込む。

÷ じゅうたんやふとんの上に置く。
÷ テーブルクロスなどをかける。

〔使用環境〕
● この機器に水が入ったり、ぬらさ
ないようにご注意ください。火
災・感電の原因となります。雨
天、降雪中、海岸、水辺での使用
は特にご注意ください。

● 風呂場・シャワー室等では使用し
ないでください。火災・感電の原
因となります。

● 表示された電源電圧（交流100ボル
ト 50/60 Hz）以外の電圧で使用
しないでください。火災・感電の
原因となります。

● この機器を使用できるのは日本国
内のみです。船舶などの直流（DC）
電源には接続しないでください。
火災の原因となります。
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安全上のご注意

〔設置〕
● 電源の供給を完全に停止するため
には、電源プラグ（遮断装置）を抜
く必要があります。万一の事故に
備え、本機を電源コンセントの近
くに設置し、電源プラグ（遮断装
置）に容易に手が届くように設置し
てください。

● 電源プラグはコンセントに根元ま
で確実に差し込んでください。差
し込みが不完全ですと発熱した
り、ほこりが付着して火災の原因
となることがあります。また、電
源プラグの刃に触れると感電する
ことがあります。

● 電源プラグは、根元まで差し込ん
でもゆるみがあるコンセントに接
続しないでください。発熱して火
災の原因となることがあります。
販売店や電気工事店にコンセント
の交換を依頼してください。

● ぐらついた台の上や傾いたところ
など不安定な場所に置かないでく
ださい。落ちたり、倒れたりして
けがの原因となることがありま
す。

● 本機を調理台や加湿器のそばなど
油煙、湿気あるいはほこりの多い
場所に置かないでください。火
災・感電の原因となることがあり
ます。

● テレビ、オーディオ機器、スピー
カー等に機器を接続する場合は
各々の機器の取扱説明書をよく読
み、電源を切り、説明に従って接
続してください。また、接続は指
定のコードを使用してください。

● 電源を入れる前には音量を最小に
してください。突然大きな音がで
て聴力障害などの原因となること
があります。

● 電源プラグを抜く時は、電源コー
ドを引っ張らないでください。
コードが傷つき火災・感電の原因
となることがあります。必ずプラ
グを持って抜いてください。

● 電源コードを熱器具に近づけない
でください。コードの被ふくが溶
けて、火災・感電の原因となるこ
とがあります。

● 移動させる場合は、電源スイッチ
を切り必ず電源プラグをコンセン
トから抜き、外部の接続コードを
外してから、行ってください。
コードが傷つき火災・感電の原因
となることがあります。

● 窓を閉め切った自動車の中や直射
日光が当たる場所など異常に温度
が高くなる場所に放置しないでく
ださい。火災の原因となることが
あります。

〔使用方法〕
● 長時間音が歪んだ状態で使わない
でください。スピーカーが発熱
し、火災の原因となることがあり
ます。

● 本機に乗ったり、ぶら下がったり
しないでください。特にお子様は
ご注意ください。倒れたり、こわ
れたりしてけがの原因になること
があります。

 注 意

● ヘッドホンをご使用になる時は、
音量を上げすぎないようにご注意
ください。耳を刺激するような大
きな音量で長時間続けて聞くと、
聴力に悪い影響を与えることがあ
ります。

● 機器本体の電源スイッチを切って
も、電源の供給は停止しません。
電源の供給を完全に停止するため
には、電源プラグ（遮断装置）を抜
く必要があります。旅行などで長
期間、この製品をご使用にならな
いときには、安全のため必ず電源
プラグをコンセントから抜いてく
ださい。火災の原因となることが
あります。

〔保守・点検〕
● 5年に一度くらいは内部の掃除を
販売店などにご相談ください。内
部にほこりがたまったまま、長い
間掃除をしないと火災や故障の原
因となることがあります。特に湿
気の多くなる梅雨期の前に行うと
より効果的です。なお掃除費用に
ついては販売店などにご相談くだ
さい。

● お手入れの際は安全のために電源
プラグをコンセントから抜いて
行ってください。

¶ 熱を発生するアンプなどの上に直接置いたり、スポットライ
トなどの近くで長時間使用すると、本体に悪い影響を与えま
すので、おやめください。

¶ チューナーやテレビから離して設置してください。近くに置
いた場合は、雑音や映像の乱れが生じることがあります。な
お、雑音や映像の乱れは室内アンテナをご使用の場合に起こ
りやすく、このようなときは、屋外アンテナを使用するか、
本機の電源を切ってください。

設置場所について

製品のお手入れについて

通常は、柔らかい布で乾拭きしてください。汚れがひどい場合
は水で5～6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞っ
たあと、汚れを拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると印
刷、塗装などがはげることがありますのでご注意ください。ま
た、ゴムやビニール製品を長時間触れさせることも、キャビ
ネットを傷めますので避けてください。化学ぞうきんなどをお
使いの場合は、化学ぞうきんなどに添付の注意事項をよくお読
みください。
お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いて行ってく
ださい。
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接続のしかた

接続のしかた

接続パネル

1 電源スイッチ(POWER)

2 ステレオ／モノラル切換スイッチ
(STEREO/MONO)

「MONO」位置にするとマスター出力がモノラルになります。

3 マイク2／補助 R入力端子(MIC2/AUX R)
φ6.3 mmフォーンタイプの入力端子です。
マイクまたはラインレベル出力機器のRチャンネルを接続します。

4 マイク／補助入力切換スイッチ(MIC/AUX)
「AUX」位置にすると、MIC1およびMIC2入力端子を、AUX Lチャン
ネル入力端子およびAUX Rチャンネル入力端子に切り換えます。

5 マイク1／補助 L入力端子(MIC1/AUX L)
φ6.3 mmフォーンタイプの入力端子です。
マイクまたはラインレベル出力機器のLチャンネルを接続します。

6 信号グランド端子(SIGNAL GND)
アナログプレーヤーのアース線を接続します。
安全アース端子ではありません。

7 チャンネル1コントロール端子(CONTROL)
φ3.5 mmミニフォーンタイプのチャンネル1に接続したDJ用CDプ
レーヤーコントロール端子です。
本機のフェーダーでチャンネル1のDJ用CDプレーヤーのスタート・
バックキューをコントロールします。

8 チャンネル1 CD入力端子(CD)
RCAタイプのラインレベル入力端子です。
DJ用CDプレーヤーやラインレベルの出力機器と接続します。

9 チャンネル1 フォノ/ライン入力端子
(PHONO/LINE)

RCAタイプのフォノレベル（MMカートリッジ用）またはラインレベル
の入力端子です。
フォノ／ライン切換スイッチで機能を選択します。

10 チャンネル1フォノ／ライン入力切換スイッチ
(PHONO/LINE)

チャンネル1のフォノ／ライン入力端子の機能を選択します。

11 チャンネル2コントロール端子(CONTROL)
φ3.5 mmミニフォーンタイプのチャンネル2に接続したDJ用CDプ
レーヤーコントロール端子です。
本機のフェーダーでチャンネル2のDJ用CDプレーヤーのスタート・
バックキューをコントロールします。

12 チャンネル2 CD入力端子(CD)
RCAタイプのラインレベル入力端子です。
DJ用CDプレーヤーやラインレベルの出力機器と接続します。

13 チャンネル2 フォノ/ライン入力端子
(PHONO/LINE)

RCAタイプのフォノレベル（MMカートリッジ用）またはラインレベル
の入力端子です。
フォノ／ライン切換スイッチで機能を選択します。

14 チャンネル2フォノ／ライン入力切換スイッチ
(PHONO/LINE)

チャンネル2のフォノ／ライン入力端子の機能を選択します。

15 マスター出力端子2(MASTER OUT2)
RCAタイプの不平衡出力です。

16 マスター出力端子1(MASTER OUT1)
RCAタイプの不平衡出力です。

17 電源インレット端子(AC IN)
付属の電源コードで壁のACコンセントと接続します。

18 ヘッドホン端子(PHONES)
φ6.3 mmステレオフォーンプラグのヘッドホンを接続します。

POWER
OFF ON

AC IN

MASTER
OUT

MONO STEREO

21

L

R

L

R

LINE    PHONO

LINE
PHONO

MIC2 MIC1
AUX(R) AUX(L)

AUXMIC

CD

CONTROL

L

R

LINE    PHONO

LINE
PHONO CD

CONTROL

SIGNAL
GND

1 32 4 5 6 18

91011121314151617 78

[前面部][後面部]
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POWER
OFF ON

AC IN

MASTER
OUT

MONO STEREO

21

L

R

L

R

LINE    PHONO

LINE
PHONO

MIC2 MIC1
AUX(R) AUX(L)

AUXMIC

CD

CONTROL

L

R

LINE    PHONO

LINE
PHONO CD

CONTROL

SIGNAL
GND

L R LRLRLRLR

R

L

接続のしかた

機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。

入力端子の接続
パイオニア製DJ用CDプレーヤー
DJ用CDプレーヤーの音声出力端子を本機のチャンネル1～2のCD入
力端子に接続し、コントロールコードを同じチャンネルのCONTROL
端子に接続します。
接続したチャンネルの入力切換スイッチを「CD」にします。

アナログターンテーブル
アナログターンテーブルの音声出力コードを本機のチャンネル1～2の
PHONO/LINE入力端子に接続し、接続したチャンネルのPHONO/
LINEスイッチを「PHONO」にし、入力切換スイッチを「PHONO/
LINE」にします。本機のPHONO入力はMMカートリッジ用です。
アナログターンテーブルのアース線は、本機のSIGNAL GND端子に接
続します。

その他のラインレベル出力機器
カセットデッキやCDプレーヤーは、音声出力端子を本機のチャンネル
1～2のPHONO/LINE入力端子の1つに接続し、接続したチャンネル
のPHONO/LINEスイッチを「LINE」にし、入力切換スイッチを
「PHONO/LINE」にします。

マイク
MIC 1端子およびMIC 2端子にφ6.3 mmのフォーンプラグのマイク
を接続し、MIC/AUXスイッチを「MIC」にします。

補助入力端子
MIC 1端子とMIC 2端子で1組のステレオライン入力端子として使用
できます。ラインレベルの出力機器のLチャンネルをMIC 1 (AUX
(L)) 端子へ接続し、RチャンネルをMIC 2 (AUX (R)) 端子へ接続し
て、MIC/AUXスイッチを「AUX」にします。（φ6.3 mmのフォーンプ
ラグによる接続になります。）

出力端子の接続

マスター出力
MASTER OUT1とMASTER OUT2のRCAプラグ対応の出力端子が
あります。
STEREO/MONOスイッチを「MONO」にすると、マスター出力がL+R
のモノラルになります。

DJ用CDプレーヤーDJ用CDプレーヤーアナログターンテーブルアナログターンテーブル

入力切換スイッチ

PHONO/LINEスイッチ

カセットデッキ等
（アナログ入力録音機器）

パワーアンプ

カセットデッキ等

電子楽器、
CDプレーヤー等
（フォーンプラグ接続）

MIC/AUXスイッチ

マイク 2

マイク1

ヘッドホン
前面のPHONES端子にφ6.3 mmのステレオフォーンプラグのヘッド
ホンを接続できます。

POWER
OFF ON

AC IN

MASTER
OUT

MONO STEREO

21

L

R

LRL R

パワーアンプ
ヘッドホン

STEREO/MONOスイッチ [前面部]

電源コードの接続

電源コードは最後に接続してください。
÷ すべての接続が終了したら、プレーヤー部後面にあるACインレット
に付属の電源コードの一端を差し込み、電源プラグを壁の電源コン
セントまたはアンプの予備電源コンセントへ接続します。

÷ 必ず付属の電源コードをご使用ください。

[注意]
アナログターンテーブル
を使用するとき以外は、
スイッチを「LINE」側にし
てご使用ください。
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各部の名称とはたらき

各部の名称とはたらき

1 チャンネル1入力選択スイッチ
CD 1 :
CD入力端子（ラインレベル入力）が選ばれます。

PHONO 1/LINE 1 :
PHONO/LINE入力端子が選ばれます。
÷ 接続パネルのPHONO/LINEスイッチでフォノ入力（アナログターン
テーブル入力）かライン入力（ラインレベル入力）かを機能選択しま
す。

2 チャンネル2入力選択スイッチ
CD 2 :
CD入力端子（ラインレベル入力）が選ばれます。

PHONO 2/LINE 2 :
PHONO/LINE入力端子が選ばれます。
÷ 接続パネルのPHONO/LINEスイッチでフォノ入力（アナログターン
テーブル入力）かライン入力（ラインレベル入力）かを機能選択しま
す。

3 トリム調整ツマミ (TRIM)
各チャンネルの入力レベルを調整します。
（調整範囲：－∞～＋9 dB、中央位置でほぼ0 dB）

4 チャンネルイコライザ高音調整ツマミ
(HI)

各チャンネルの高音を調整します（キル機能付き）。
（調整範囲：－∞～＋9 dB）

5 チャンネルイコライザ中音調整ツマミ
(MID)

各チャンネルの中音を調整します（キル機能付き）。
（調整範囲：－∞～＋9 dB）

6 チャンネルイコライザ低音調整ツマミ
(LOW)

各チャンネルの低音を調整します（キル機能付き）。
（調整範囲：－∞～＋9 dB）

7 チャンネルレベルインジケーター
各チャンネルレベルを表示します。0.6秒間ピーク
ホールドします。

8 チャンネルフェーダー
各チャンネル音量を調整します。
（調整範囲：－∞～0 dB）

9 チャンネル1フェーダースタートボタ
ン／インジケーター
(FADER START)

チャンネル1に接続したDJ用CDプレーヤーの
フェーダースタート・バックキュー機能をON/
OFFします。ONにするとボタンが点灯します。
ONのときの動作はクロスフェーダー切換スイッチ
の設定により異なります。
÷ クロスフェーダー切換スイッチが左（THRU）位
置のとき、チャンネルフェーダーの操作に連動
します（クロスフェーダーには非連動）。

÷ クロスフェーダー切換スイッチが中央（ ）また
は右（ ）位置のとき、クロスフェーダーの操作
に連動します（チャンネルフェーダーには非連
動）。

MIC

HEADPHONES

POWER

MAXMIN

MASTERCH-1 CH-2

HILOW

BPM

AUTO

TAP

PITCH

ERASE

BEAT

1

3 4

1 1

2 1

4 1

1 2

2

4

8

16

DELAY

1
2 MIC

MASTER

FILTER

ECHO

FLANGER PHASER

ROBOT

ROLL

IN-LOOP
SAMPLER

CH. SELECT

LEVEL/DEPTH

ON/OFF

CD 1

+ 9

0

PHONO 1
/LINE 1

CD 2 PHONO 2
/LINE 2

2 CHANNEL DJ MIXER

TRIM

+ 9

HI

+ 9

MID

+ 9

LOW

+ 9

TRIM

+ 9

HI

+ 9

MID

+ 9

LOW

EQ EQ

MASTER
LEVEL

OVER

4

2

0 0

-2

-4

-10

dB dB

OVER

4

2

-2

-4

-10

THRU

OFF TALK
OVER

MIC

MIC 1 LEVEL

MASTER

BEAT EFFECTS

0

LEVEL

0

MIC 2 LEVEL

0

FADER
START

FADER
START

LEVEL

PHONES

EQ

ON

BANKBEAT

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

24

25

14

13

20

21

22

23

15

16

17

18

19

1

26

27

28

29

30

2

3

4 4

3

5 5

6

7

8

10

6

9 11

8

12

10 チャンネル2 フェーダースタートボタン／インジ
ケーター(FADER START)

チャンネル2に接続したDJ用CDプレーヤーのフェーダースタート・
バックキュー機能をON/OFFします。ONにするとボタンが点灯しま
す。ONのときの動作はクロスフェーダー切換スイッチの設定により異
なります。
÷ クロスフェーダー切換スイッチが左（THRU）位置のとき、チャンネ
ルフェーダーの操作に連動します（クロスフェーダーには非連動）。

÷ クロスフェーダー切換スイッチが中央（ ）または右（ ）位置のと
き、クロスフェーダーの操作に連動します（チャンネルフェーダーに
は非連動）。

11 クロスフェーダー切換スイッチ
クロスフェーダーを使用するか否かの選択およびクロスフェーダーの
カーブ特性を2種類から選択します。
÷ 左（THRU）位置にするとクロスフェーダーが無効になり、チャンネ
ルフェーダーの出力はクロスフェーダーを通らずにミックスされま
す。

÷ 中央（ ）位置にするとクロスフェーダーが有効になり、カーブ特性
が徐々に立ち上がるカーブになります。

÷ 右（ ）位置にするとクロスフェーダーが有効になり、カーブ特性が
急峻に立ち上がるカーブになります。（ツマミが「< 1」側の端から離
れると、すぐに「2 >」の音声が出る。）
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各部の名称とはたらき

12 クロスフェーダー
チャンネル1とチャンネル2の音声を、 クロスフェーダー切換スイッチ
によって選ばれたクロスフェーダーカーブ特性に従い出力します。
クロスフェーダー切換スイッチで「THRU」を選択したときはクロス
フェーダーは機能しません。

13 マスターレベルインジケーター
(MASTER LEVEL)

マスター出力レベルをモノラル表示します。
0.6秒間ピークホールドします。

14 マスター出力レベル調整ツマミ(MASTER LEVEL)
マスター出力の音量を調整します。（調整範囲：－∞～0 dB）

 ビートエフェクト部

15 BPM表示部
BPMを表示します。
÷ BPM計測中および測定不能時に点滅します。

16 BPM測定モードボタン／インジケーター(AUTO)
BPM測定モードが押すたびに切り換わります。
AUTOモード:
AUTOボタンが点灯し、BPMを自動測定します。
電源をONしたときはAUTOモードになります。
TAPモード（マニュアル入力）:
AUTOボタンが消灯し、BPMをTAPボタンでマニュアル入力します。

17 タップボタン(TAP)
TAPボタンを押した（叩いた）間隔からBPMを算出します。
AUTOモードでTAPボタンを押すと、自動的にTAPモード（マニュア
ル入力）になります。

18 ビート選択ボタン(BEAT/PITCH ＋、－)
＋（ビートアップ）： BPMから計算される拍数を倍にします。
－（ビートダウン）： BPMから計算される拍数を半分にします。
÷ TAPボタンを押しながらBEAT/PITCH ＋、－ボタンを押すと、
BPMを変えることができます（40～999まで、1ステップ単位）。

インループサンプラー時はループ再生スピードを変化させます。
＋（ピッチアップ）： 押している間、再生スピードを速くします。
－（ピッチダウン）： 押している間、再生スピードを遅くします。

19 拍セレクト／バンクボタン／インジケーター
(BEAT 1 (1/2)、2 (3/4)、4 (1/1)、8 (2/1)、
16(4/1) / BANK)

エフェクトを同期させる拍を選びます。（12ページ）
選択されたボタンが点灯します。
インループサンプラー時はサンプル音を録音するバンクボタンになりま
す。（13ページ）
÷ ERASE（BEAT/PITCH －)ボタンを押しながらBEAT/BANKボ
タン押すと、そのBEAT/BANKボタンに録音されているサンプル
音を消去します。

20 エフェクト選択スイッチ
(DELAY/ECHO/FILTER/FLANGER/PHASER/
ROBOT/ROLL/IN-LOOP SAMPLER)

エフェクトの種類を選択します。（11～13ページ）

21 エフェクトチャンネル選択スイッチ
(CH. SELECT 1/2/MIC/MASTER)

ビートエフェクトをかけるチャンネルを選択します。（12ページ）
「MIC」選択時はマイク１とマイク2の両方にエフェクトがかかります。

22 エフェクトパラメーターツマミ(LEVEL/DEPTH)
選択したビートエフェクトに対する量的なパラメーターを調整します。
（12、13ページ）

23 エフェクトボタン／インジケーター(ON/OFF)
選択したビートエフェクトをON/OFFします。（12ページ）
エフェクトがOFFのときボタンは点灯します。エフェクトをONにする
とボタンが点滅します。
電源をONしたとき、エフェクトはOFFになります。

 マイク入力コントロール部

24 マイク1レベル調整ツマミ (MIC 1 LEVEL)
マイク1の音量を調整します。（調整範囲：－∞～0 dB）
接続パネルのMIC/AUXスイッチが「AUX」位置の場合は、補助入力の
左チャンネル（AUX(L)）の音量を調整します。

25 マイク2レベル調整ツマミ (MIC 2 LEVEL)
マイク2の音量を調整します。（調整範囲：－∞～0 dB）
接続パネルのMIC/AUXスイッチが「AUX」位置の場合は、補助入力の
右チャンネル（AUX(R)）の音量を調整します。

26 マイクイコライザ調整ツマミ (EQ)
マイク1と2の音質を調整します。
右に回しきると低音の減衰量が最大になります。
左に回しきると高音の減衰量が最大になります。
（調整範囲：0 dB～－12 dB）

27 マイク機能切換スイッチ (MIC)
OFF:
マイク音声は出力されません。

ON:
マイク音声は出力されます。

TALK OVER:
マイク音声は出力されます。マイク入力に音が入力されたら、トーク
オーバー機能が働き、マイク音声以外のすべての出力が20 dB減衰さ
れます。

 ヘッドホン出力部

28 ヘッドホンキューボタン／インジケーター
(CH-1、CH-2、MASTER)

ヘッドホンでモニターしたいソースのボタンを押します。
OFFのときボタンは暗く点灯し、ONにするとボタンが明るく点灯しま
す。（9ページ）
エフェクトがECHOのときは、ヘッドホンキューのCH-1、CH-2を
ONにしたヘッドホン出力にはエフェクトがかかりません。

29 ヘッドホンレベル調整ツマミ(LEVEL)
ヘッドホン端子の出力音量を調整します。
（調整範囲：－∞～0 dB）

30 ヘッドホン端子(PHONES)
本機の前面にあります。
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ミキサー操作

ミキサー操作（基本操作）

基本操作

1. 後面（接続パネル）のPOWERスイッチをONにする。
2. 使用するチャンネルの入力切換スイッチを接続した機器に合
わせる。
¶ PHONO/LINE入力端子の機能は、接続パネルのPHONO/LINE
スイッチで選択します。

3. TRIMツマミで入力レベルを調整する。
4. チャンネルイコライザーツマミ（HI、MID、LOW）で音質を
調整する。

5. チャンネルフェーダーで使用するチャンネルの音量を調整す
る。

6. クロスフェードするときは、クロスフェーダー選択スイッチ
を中央（ ）位置または右（ ）位置にして、クロスフェーダー
を操作する。
¶ クロスフェーダーを使用しないときはクロスフェーダー切換ス
イッチを左（THRU）位置にします。

7. MASTER LEVELツマミで全体の音量を調整する。

【ステレオ／モノラル切換】
接続パネルのSTEREO/MONOスイッチを「MONO」位置にするとマス
ター出力がL+Rのモノラルになります。

【マイク入力】
1.接続パネルのMIC/AUXスイッチをMICにする。
2. MICスイッチをONまたはTALK OVERにする。

¶「TALK OVER」にしたときは、マイクに－15 dB以上の音が入
力されると、マイク音声以外のすべての出力が20 dB減衰されま
す。

3. MIC 1 LEVELツマミでMIC 1の音量を調整し、MIC 2
LEVELツマミでMIC 2の音量を調整する。

4.マイクイコライザーツマミ（EQ）で音質を調整する。
¶ マイクイコライザーはマイク1と2に共通に機能します。

MIC

HEADPHONES

MASTER

BEAT EFFECTS

2

7

1

3

4

5

6

TRIM

POWER

MASTER
LEVEL

HI, MID,
LOW

MIC

HEADPHONES

MASTER

BEAT EFFECTS

2

1

3

1

4
EQ

2
LEVEL

THRU/     /

MIC 1 LEVEL,
MIC 2 LEVEL

STEREO/MONOMIC/AUX

CH-1, CH-2,
MASTER

[PHONES]

[MIC]
[AUX]

【補助入力】
1.接続パネルのMIC/AUXスイッチをAUXにする。

¶ MIC 1入力端子がAUX L入力端子になり、MIC 2入力端子が
AUX R入力端子になります。

2. MICスイッチをONまたはTALK OVERにする。
¶「TALK OVER」にしたときは、AUX端子に音声が入力される
と、AUX入力以外のすべての出力が20 dB減衰されます。

3. MIC 1 LEVELツマミでLチャンネルの音量を調整しMIC 2
LEVELツマミでRチャンネルの音量を調整する。

4. マイクイコライザーツマミ（EQ）で音質を調整する。

【ヘッドホン出力】
1.ヘッドホンキューボタン（CH-1、CH-2、MASTER）でヘッ
ドホンに出力するソースを選ぶ。
¶ 選んだソースのボタンが明るく点灯します。

[ヘッドホンキューボタンとヘッドホン出力の関係]

（クロスフェーダー切換スイッチ）

2. LEVELツマミでヘッドホンの音量を調整する。

【クロスフェーダーカーブの選択】
フェーダーの操作に対応する音量変化特性を2種類から選択できます。
■クロスフェーダー切換スイッチで、クロスフェーダーのカー
ブ特性を選択する。
÷ 中央（ ）位置にすると、平均的に徐々に立ち上がるカーブにな
ります。

÷ 右（ ）位置にすると急峻に立ち上がるカーブになります。
（ツマミが「1」側の端から離れると、すぐに「2」の音声が出る。）

÷ 1、2両側のカーブが同じ設定になります。

ヘッドホンキューボタン                   ヘッドホン出力
CH-1 CH-2 MASTER Lチャンネル Rチャンネル
ON OFF OFF CH-1(L) CH-1(R)
OFF ON OFF CH-2(L) CH-2(R)
OFF OFF ON MASTER(L) MASTER(R)
ON ON OFF CH-1(L)+CH-2(L) CH-1(R)+CH-2(R)
ON OFF ON CH-1(MONO) MASTER(MONO)
OFF ON ON CH-2(MONO) MASTER(MONO)
ON ON ON CH-1(MONO)+CH-2(MONO) MASTER(MONO)
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ミキサー操作（フェーダースタート機能）

フェーダースタート機能

別売のパイオニア製DJ用CDプレーヤーのコントロールコードを接続す
ると、チャンネルフェーダーやクロスフェーダーでCDプレーヤーの演
奏をスタートすることができます。
ミキサーのチャンネルフェーダーまたはクロスフェーダーツマミを動か
すと、CDプレーヤーのポーズが解除し、自動的かつ瞬時に曲がスター
トします。また、フェーダーの位置を元に戻すと、CDプレーヤーを
キューポイントまで戻すこと（バックキュー）ができるのでサンプラーの
ようなプレイもできます。

クロスフェーダースタートプレイ＆バックキュープレイ
チャンネル1のCDプレーヤーがキューポイントでスタンバイ時に、ク
ロスフェーダーツマミを右端（2側）から左（1側）へ動かすだけでチャン
ネル1のCDプレーヤーがスタートします。
クロスフェーダーツマミが左端（1側）に到達するとチャンネル2のCDプ
レーヤーがバックキューします（キューポイントに戻ります）。
また、チャンネル2のCDプレーヤーがキューポイントでスタンバイ時
に、クロスフェーダーツマミを左端（1側）から右（2側）へ動かすだけで
チャンネル2のCDプレーヤーがスタートします。クロスフェーダーツ
マミが右端（2側）に到達するとチャンネル1のCDプレーヤーがバック
キューします。
※ 入力切換スイッチが「CD」を選択していなくても、バックキューしま
す。

1. クロスフェーダー切換スイッチを中央（ ）位置または右（ ）
位置にする。

2. 制御したいCDプレーヤーを接続したチャンネル（1、2）の
FADER STARTボタンを押す。
÷ 選んだチャンネルのボタンが点灯します。

3. クロスフェーダーツマミをスタートさせたいチャンネルとは
逆の方向いっぱいに移動する。

4. CDプレーヤーでキューポイントを設定し、キューポイント
でスタンバイさせる。
÷ あらかじめキューポイントが設定されていれば、キューポイント
の位置でCDプレーヤーをスタンバイしておく必要はありません。

5. スタートしたいタイミングで、クロスフェーダーツマミを動
かす。
÷ CDプレーヤーが再生を始めます。
÷ 再生開始後にクロスフェーダーツマミをいっぱいに移動すると、
反対側のチャンネルにアサインされたCDプレーヤーはキューポイ
ントに戻り、スタンバイします（バックキュー）。

※ クロスフェーダー切換スイッチを「THRU」にすると、チャンネル
フェーダーによる制御となり、クロスフェーダーでは制御できませ
ん。

1.クロスフェーダー切換スイッチを左（THRU)位置にする。
2.制御したいCDプレーヤーを接続したチャンネル（1～2）の
FADER STARTボタンを押す。
÷ 選んだチャンネルのボタンが点灯します。

3.チャンネルフェーダーツマミを最小位置にする。
4. CDプレーヤーでキューポイントを設定し、キューポイント
でスタンバイさせる。
÷ あらかじめキューポイントが設定されていれば、キューポイント
の位置でCDプレーヤーをスタンバイしておく必要はありません。

5.スタートしたいタイミングで、チャンネルフェーダーツマミ
を動かす。
÷ CDプレーヤーが再生を始めます。
÷ 再生開始後にチャンネルフェーダーツマミを最小位置に戻すと、
CDプレーヤーはキューポイントに戻り、スタンバイします（バッ
クキュー）。

※ クロスフェーダー切換スイッチを「THRU」以外にすると、クロス
フェーダーによる制御となり、チャンネルフェーダーで制御できま
せん。

【チャンネルフェーダーでスタートする】

【クロスフェーダーでスタートする】

MIC

HEADPHONES

MASTER

BEAT EFFECTS

FADER
START
(CH-1)

THRU/     /

2

53

FADER
START
(CH-2)

2

1

MIC

HEADPHONES

MASTER

BEAT EFFECTS

FADER
START
(CH-1)

THRU/     /

2

53

FADER
START
(CH-2)

2

1
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エフェクト機能（ビートエフェクトの種類）

エフェクト機能
本機にはBPMに連動するビートエフェクトとインループとで、合わせ
て8種類の基本エフェクトを内蔵し、各種エフェクトのパラメーターを
変えることにより多種多様なエフェクトが得られます。
ビートエフェクトは、BEAT/BANKボタンの操作による時間的パラ
メーターの設定により多様なエフェクトが得られます。

ビートエフェクトの種類

1. ディレイ （DELAY：繰り返し音1回）
1/2、3/4、1/1、2/1、4/1ビート（拍）のディレイ音を素早
く簡単に合わせることができます。
たとえば、1/2ビートのディレイ音を合わせると、4拍子が8拍
子になります。
また、3/4ビートのディレイ音を合わせると、跳ねたリズムに
なります。

オリジナル
（4ビート）

1/2ディレイ
（8ビート）

[例]

2. エコー （ECHO：繰り返し音数回）
1/2、3/4、1/1、2/1、4/1ビート（拍）のエコー音を素早く
簡単に合わせることができます。
たとえば、1/1ビートのエコー音で入力音を切ると、ビートに
合わせた音を繰り返しながらフェードアウトします。
また、1/1ビートのエコー音をマイクにかけると、マイク音が
ビートに合わせながら繰り返し再生します。
また、1/1ビートのエコー音を曲のボーカルにかけると輪唱効
果が得られます。

[例]

入力音
を切る

1 ビート 1 ビート

3. フィルター （FILTER）
1/1、2/1、4/1、8/1、16/1ビート（拍）単位でフィルターの
周波数を移動させ、音色を大きく変化させます。

[例]

周波数

1 周期＝1/1、2/1、4/1、8/1、16/1 ビート

4. フランジャー （FLANGER）
1/1、2/1、4/1、8/1、16/1ビート（拍）単位で1周期のフラ
ンジャー効果を素早く簡単に作り出すことができます。

[例]

ショート
ディレイ

1 周期＝1/1、2/1、4/1、8/1、16/1 ビート

5. フェイザー （PHASER）
1/1、2/1、4/1、8/1、16/1ビート（拍）単位で1周期のフェ
イザー効果を素早く簡単に作り出すことができます。

[例]

フェイズ
シフト

1 周期＝1/1、2/1、4/1、8/1、16/1 ビート

6. ロボット （ROBOT）
ロボットが発しているようなイメージの効果音が得られます。

7. ロール （ROLL）
1/2、3/4、1/1、2/1、4/1ビート（拍）の音を記録し、繰り
返して出力することができます。

[例]

エフェクトON

リピート

オリジナル

1/1 ロール
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エフェクト機能（ビートエフェクト操作／インループサンプラー）

ビートエフェクトはBPM（1分間の拍数）に同期したエフェクトタイム
を瞬時に設定できるため、リズムに合わせたさまざまなエフェクトをラ
イブ演奏でも実現できます。

1. AUTOボタンを押して、BPM（1分間の拍数=曲のスピード）
の測定モードを選ぶ。
AUTO:　AUTOボタンが点灯し、入力される音楽信号から自動測

　　  定します。
TAP:　TAPボタンを指で叩いてBPMをマニュアル入力します。

     AUTOボタンは消灯します。
÷ 電源ON時は「AUTO」が選択されます。
÷ BPMを計測できない場合は表示部のBPM値表示が点滅しま
す。

÷ AUTOモード時の測定範囲はBPM=70～180です。
曲によっては正しく測定できない場合があります。
その場合は、TAPモードでマニュアル入力してください。

[TAPボタンによるBPMのマニュアル入力]
TAPボタンを拍（4分音符）に合わせて2回以上指で叩くと、
その間隔の平均値がBPMとして設定されます。
÷ BPMモードが「AUTO」のときにTAPボタンを押すと、
BPM測定モードがTAPモードになり、
TAPボタンが叩かれた間隔を測定します。

÷ TAPボタンでBPMを設定すると、拍の倍率は「1/1」
または「4/1」（選択したエフェクトによる）になり、
1拍（4分音符）または4拍の時間がエフェクトタイムに
設定されます。

[BEAT/PITCHボタンによるBPMのマニュアル入力]
TAPボタンを押しながらBEAT/PITCH－、＋ボタンを
押すと、BPMを変化できます。
÷ 40～999まで1ステップ単位で設定できます。

2.エフェクト選択スイッチでIN-LOOP SAMPLER以外のエ
フェクトの種類を選ぶ。
÷ 各エフェクトについては11ページをご覧ください。

3.エフェクトチャンネル選択スイッチで、エフェクトをかける
チャンネルを選ぶ。
÷ 「MIC」を選択すると、マイク1とマイク2の両方にエフェクトが
かかります。

ビートエフェクト操作 4. BEAT/BANKボタンの1つを押してエフェクトを同期させ
る拍を選ぶ。
÷ [1/2、3/4、1/1、2/1、4/1] または [1、2、4、8、16]
から選べます。（倍率はエフェクトによって異なります。11
ページをご覧ください。）

÷ 選んだボタンが点灯します。
÷ 拍の倍率に対応したエフェクトタイムが自動設定されます。
【例】 BPM=120の場合
　 1/1 = 500 ms
1/2｠= 250 ms
2/1 = 1000 ms

5. BEAT/PITCHボタン（－、＋）を押して、エフェクトを同期
させる拍の倍率を選ぶ。
÷ 「＋」を押すとBPMから計算される拍数を倍にし、「－」を押すと
BPMから計算される拍数を半分にします。

÷ 時間的パラメーターがBPMから計算する範囲に入っているとき
は、その拍数のBEAT/BANKボタンが点灯します。
拍数と拍数の間のときは、その両方の拍数のBEAT/BANKボタ
ンが点滅します。
1/2（1）より小さな値のときは1/2（1）ボタンが点滅し、4/1
（16）より大きな値のときは4/1（16）ボタンが点滅します。

÷ エフェクトがDELAY、ECHO、ROLLのとき、－、＋ボタン
による移動は、[3/4]を飛ばします。ただし、3/4ボタンを直
接選択することはできます。

6. LEVEL/DEPTHツマミを回して、選択したエフェクトの量
的なパラメーターを調整する。
÷ ツマミを回すことによるパラメーターの変化については13ペー
ジをご覧ください。

7. ON/OFFボタンをONにして、エフェクトを機能させる。
÷ ボタンを押す毎にONとOFFを繰り返します（電源ON時はエ
フェクト「OFF」が選択されます）。

÷ エフェクトON時はON/OFFボタンが点滅します。

MAXMIN

BPM

AUTO

TAP

PITCH

ERASE

BEAT

1

3 4

1 1

2 1

4 1

1 2

2

4

8

16

DELAY

1
2 MIC

MASTER

FILTER

ECHO

FLANGER PHASER

ROBOT

ROLL

IN-LOOP
SAMPLER

CH. SELECT

LEVEL/DEPTH

ON/OFF

BEAT EFFECTS

BANKBEAT

2

3

6

7

1

5

4

AUTO

BEAT/BANK
=1(1/2) / 2(3/4) / 4(1/1) / 8(2/1) / 16(4/1)
=DELAY / ECHO / FILTER /
    FLANGER / PHASER /
    ROBOT / ROLL

TAP

BEAT/PITCH –, +

CH. SELECT
=1 / 2 / MIC / MASTER

LEVEL/DEPTH

ON/OFF

インループサンプラー

曲のBPMを認識して、4拍分のソースを最大5バンク録音し、再生して
いる曲のBPMに合わせてループ再生が行えます。また、重ね録りも行
えます。

1. エフェクト選択スイッチをIN-LOOP SAMPLER位置にす
る。

2. エフェクトチャンネル選択スイッチで、サンプル録音する
チャンネルを選ぶ。

3. BPMを測定する。
÷ 「ビートエフェクト操作」（12ページ）の手順1を行います。

MAXMIN

BPM

AUTO

TAP

PITCH

ERASE

BEAT

1

3 4

1 1

2 1

4 1

1 2

2

4

8

16

DELAY

1
2 MIC

MASTER

FILTER

ECHO

FLANGER PHASER

ROBOT

ROLL

IN-LOOP
SAMPLER

CH. SELECT

LEVEL/DEPTH

ON/OFF

BEAT EFFECTS

BANKBEAT

1

2

3

8

6

5

AUTO

CH. SELECT
=1 / 2 / MIC / MASTER

7 LEVEL/DEPTH

=IN-LOOP SAMPLER

TAP

BEAT/BANK

ERASE
BEAT/PITCH –, +

4 ON/OFF
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エフェクト機能（インループサンプラー／エフェクトパラメーター）

エフェクトパラメーター

1 ディレイ
DELAY

2 エコー
ECHO

3 フィルター
FILTER

4 フランジャー
FLANGER

5 フェイザー
PHASER

6 ロボット
ROBOT

7 ロール
ROLL

8 インループサンプラー
IN-LOOP SAMPLER

BPMの一拍の時間に対して1/2～4/1の
ディレイタイムを設定します。

BPMの一拍の時間に対して1/2～4/1の
ディレイタイムを設定します。

カットオフ周波数を移動させる周期をBPM
の一拍の時間に対して1/1～16/1の時間
を設定します。

フランジ効果を移動させる周期をBPMの一
拍の時間に対して1/1～16/1の時間を設
定します。

フェイズ効果を移動させる周期をBPMの一
拍の時間に対して1/1～16/1の時間を設
定します。

ロボット音の効果を －100%～100%の
間の7種類の固定値で設定します。

BPMの一拍の時間に対して1/2～4/1の
エフェクト時間を設定します。

4拍分のソースを録音・再生するバンクを選
択します。

ディレイタイム
を設定します。

ディレイタイム
を設定します。

カットオフ周波
数が移動する周
期を設定します。

フランジ効果が
移動する周期を
設定します。

フェイズ効果が
移動する周期を
設定します。

ロボット音の効
果を設定します。

エフェクト時間
を設定します。

　

1～8 000(ms)

1～8 000(ms)

10～32 000(ms)

10～32 000(ms)

10～32 000(ms)

－100、－66、－50、0、
26、50、100(%)(固定値)

10～8 000(ms)

原音とディレイ音のバラ
ンスを設定します。

原音とエコー音のバラン
スを設定します。

右に回すほど効果が強調さ
れます。

右に回すほど効果が強調さ
れます。左に回し切ると原
音のみの出力になります。

右に回すほど効果が強調さ
れます。左に回し切ると原
音のみの出力になります。

右に回すほど効果が強調さ
れます。

原音とROLL 音のバラン
スを設定します。センター
から右側は変化がありま
せん。

原音とサンプル音のバラ
ンスを設定します。セン
ターから右側は変化があ
りません。

パラメーター2
（LEVEL/DEPTHツマミ）

パラメーター1（BEATボタン）

説明 設定範囲（単位）
BEAT/BANKボタンのパラメーター名称

4. ON/OFFボタンをONにする。

5.サンプル録音したい所で、消灯しているBEAT/BANKの1
つを押す。
÷ 点灯しているBEAT/BANKボタンは既に録音済みです。消去し
ないと録音できません。

÷ CDプレーヤーなどの音声信号を検知すると自動的に録音を始め
ます。録音中、BEAT/BANKボタンは早く点滅します。録音待
機中、ボタンはゆっくりと間欠的に点灯します。

÷ BPMの4拍分の音が録音され、BEAT/BANKボタンがゆっく
りと点滅してループ再生されます。

6. ビートがずれているときは、BEAT/PITCHボタン（－、＋）
を押して、ループ再生されるサンプル音の拍のタイミングを
再生中の曲の拍に合わせる。
÷ 「＋」を押している間だけ再生スピードが速くなり、「－」を押し
ている間だけ再生スピードが遅くなります。

7. LEVEL/DEPTHツマミを回して、ソースとサンプル音のバ
ランスを調整する。

8.ループ再生中のBEAT/BANKボタンを押して再生を止める。
÷ BEAT/BANKボタンはゆっくり点滅から点灯に変わります。

※ 全てのBANKを合わせた最大録音可能時間は12秒です。
最大録音可能時間を超える場合には、BPM表示部に「Full」を表示し
て、録音を開始しません。

[録音済みのサンプル音の再生]
1 エフェクト選択スイッチをIN-LOOP SAMPLER位置にする。

2 エフェクトチャンネル選択スイッチで、ループ再生したい
チャンネルを選ぶ。

3 ON/OFFボタンをONにする。

4 ループ再生したいサンプル音が録音してあるBEAT/BANK
ボタン押す。
÷ 録音済みのBEAT/BANKボタンは点灯しています。
÷ ボタンがゆっくり点滅してループ再生されます。

5 ビートがずれているときは、BEAT/PITCHボタン（－、＋）
を押して、ループ再生されるサンプル音の拍のタイミングを
再生中の曲の拍に合わせる。

÷ 「＋」を押している間だけ再生スピードが速くなり、「－」を押し
ている間だけ再生スピードが遅くなります。

6 LEVEL/DEPTHツマミを回して、ソースとサンプル音のバ
ランスを調整する。

7 ループ再生中のBEAT/BANKボタンを押して再生を止める。
÷ BEAT/BANKボタンは点灯に変わります。

[録音済みのサンプル音の消去]
1 エフェクト選択スイッチをIN-LOOP SAMPLER位置にする。

2 ERASE(BEAT/PITCH －)ボタンを押しながら、消去した
いサンプル音が録音してあるBEAT/BANKボタン押す。
÷ 録音済みのBEAT/BANKボタンは点灯しています。
÷ BEAT/BANKボタンが消灯してサンプル音が消去されます。

8. インループサンプラー （IN-LOOP SAMPLER）
4拍分の音を最大5バンクまで記録し、繰り返して出力すること
ができます。

[例]

現在の曲
BPM =125

バンク1

リピート

バンク1 ON
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電源が入らない。

音が出ない、または小さい。

音が歪む。

クロスフェードできない。

CDプレーヤーのフェーダースター
トができない。

エフェクトが効かない。

BPMが測定できない。
BPMの測定値がおかしい。

測定したBPM値がCDの記載値と異
なる。

÷ 電源コードがつながっていない。

÷ 入力切換えスイッチの位置が間違っている。
÷ フォノ／ライン入力切換スイッチ(PHONO
/LINE)の選択が間違っている。

÷ 接続コードが正しく接続されていない。または、
外れている。

÷ 端子やプラグが汚れている。

÷ マスター出力レベルが高すぎる。

÷ 入力レベルが高すぎる。

÷ クロスフェーダースイッチが「THRU」になって
いる。

÷ フェーダースタートスイッチがOFFになっている。
÷ 後面のCONTROL端子をCDプレーヤーと接続
していない。

÷ 後面のCONTROL端子だけをCDプレーヤーと
接続している。

÷ エフェクトチャンネル選択スイッチ
（CH. SELECT）の設定が正しくない。

÷ エフェクトパラメーター調整ツマミ(LEVEL
/DEPTH)が「MIN」（最小）になっている。

÷ 入力レベルが高すぎる。または低すぎる。
÷ 曲によってはBPMを測定できない場合がある。

÷ BPMの測定法が違うため、多少異なった値を示
すことがあります。

÷ 電源コンセントへつなぐ。

÷ 入力切換えスイッチで再生中の機器を選ぶ。
÷ フォノ／ライン入力切換スイッチで再生中
の機器を選ぶ。

÷ 正しく接続する。

÷ 汚れを拭き取って接続する。

÷ マスター出力レベル調整ツマミ(MASTER
LEVEL)を調整する。

÷ TRIMツマミを調整して、入力レベルがチャ
ンネルレベルインジケーターの0dB付近にな
るようにする。

÷ クロスフェーダースイッチを「THRU」以外
にする。

÷ フェーダースタートスイッチをONにする。
÷ コントロールコードで本機とCDプレーヤー
のCONTROL端子を接続する。

÷ CONTROL端子とCD入力端子の両方を
接続する。

÷ エフェクトをかけたいチャンネルを正しく選択
する。

÷ エフェクトパラメーター調整ツマミを調整す
る。

÷ TRIMツマミを調整する。
÷ TAPボタンをたたいて手動でBPMを設定す
る。

÷ 処置は不要です。

故障？ちょっと調べてください

故障？ちょっと調べてください／保証とアフターサービスについて

● 静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しない場合があります。このようなときは、電源コードを一度抜いて再び差し込むことで
正常になる場合があります。これで解決しないときは、お買い上げの販売店またはパイオニア修理受付センター（裏表紙参照）へご相談ください。

故障かな？…と思ったら、ちょっとチェックしてみてください。意外な操作ミスが故障と思われがちです。また、本機以外の原因も考えら
れます。同時に使用している電気機器もあわせてお調べください。
下の項目をチェックしても直らない場合は、おい買上げの販売店またはパイオニア修理受付センター（裏表紙参照）へご連絡ください。

症　状 考えられる原因 処　置

保証書（別に添付してあります。）について

保証とアフターサービスについて

保証書は、必ず「取扱店名 ･ 購入日」等の記入を確かめ取扱店から受け
取っていただき、内容をよくお読みの上、大切に保管してください。

保証期間と保証内容について

●保証期間について
保証期間は、取扱説明書の注意に従った使用で、ご購入日より1年
間です。

●次のような場合には保証期間中および保証期間経過後にかか
わらず、性能、動作の保証をいたしません。また、故障した
場合の修理についてもお受けいたしかねます。
本機を改造して使用した場合、不正使用や使用上の誤りの場合また
は他社製品や純正以外の付属品と組み合わせて使用したときに、動
作異常などの原因が本機以外にあった場合。

●故障、故障の修理その他にともなう営業上の機会損失（逸失
利益）は保証期間中および保証期間経過後にかかわらず補償
いたしかねますのでご了承ください。

連絡していただきたい内容
¶ ご住所 ・ お名前 ・ お電話番号
¶ 製品名：DJミキサー ・ 型番：DJM-400
¶ お買い上げ日
¶ 故障または異常の内容（できるだけ詳しく）
¶ 訪問ご希望日
¶ 訪問先までの道順と目標（建物、公園など）

●保証期間が過ぎているときは
お買い求めの販売店またはパイオニア修理受付センターにご相談く
ださい。修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料
で修理いたします。

修理を依頼されるとき

補修用性能部品の保有期間

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打切後8年間保有しています。

本書の「故障？ちょっと調べてください」をお読みいただき、故障かどう
かご確認ください。それでも正常に動作しないときには、必ず電源プラ
グを抜いてから、次の要領で修理を依頼してください。

●保証期間中は
万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社無料修理規定
に基づき修理いたします。お求めの販売店またはパイオニア修理受付セ
ンター（裏表紙参照）にご相談ください。保証書の規定にしたがって修理
いたします。
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 ■テクニカルサポートセンター（フリーダイヤル）

▽ DJ機器のご相談窓口 電話（フリーダイヤル）  0120-545-676
    ファックス   03-3763-9503

受付　月曜～金曜　10：00 ～ 18：00、 土曜・日曜・祝日　10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00  （弊社休業日は除く）

受付　月曜～金曜　9：30 ～ 19：00、 土曜・日曜・祝日　9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 18：00  （弊社休業日は除く）

受付　月曜～金曜　9：30 ～ 18：00 （土曜・日曜・祝日・弊社休業日は除く）

受付　月曜～金曜　9：30 ～ 18：00、 土曜・日曜・祝日　9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 18：00  （弊社休業日は除く）

＜下記窓口へお問い合わせの時のご注意＞
市外局番「0120」で始まる        フリーダイヤルは、PHS、携帯電話などからは、ご使用になれません。また、【一般電話】は、携帯電話・PHSなどからご利用可能ですが、通話料が
かかります。

商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口

部品のご購入についてのご相談窓口
部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、部品受注センターへお問い合わせください。

■ 部品受注センター

電話（フリーダイヤル）
一般電話
ファックス（フリーダイヤル）

▽ インターネットホームページ    http://www.pioneer.co.jp/support/index.html
※ 商品についてよくあるお問い合わせ・メールマガジン登録のご案内・お客様登録など

▽ インターネットホームページ    http://www.pioneer.co.jp/support/repair.html
※ インターネットによる修理受付対象品は、家庭用オーディオ／ビジュアル商品に限ります。

0120-5-81095
0538-43-1161
0120-5-81096

修理についてのご相談窓口
お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合は、修理受付センターへ（沖縄県の方は、沖縄サービスステーションへ）

パイオニア製品の修理・お取り扱い（取り付け・組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へお問い合わせくだ
さい。
なお、修理を依頼される場合は、取扱説明書の「故障？ちょっと調べてください」を一度ご覧になり、故障かどうかご確認
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名　②ご購入日　③故障症状を具体的に、ご連絡ください。

153-8654  東京都目黒区目黒１丁目４番１号

 2006 パイオニア株式会社　禁無断転載

■ 修理受付センター（沖縄県を除く全国）

ゴー  パ イ オ ニ ア

電話（フリーダイヤル） 0120-5-81028
一般電話 03-5496-2023
ファックス（フリーダイヤル） 0120-5-81029

■ 沖縄サービスステーション（沖縄県のみ）

一般電話 098-879-1910
ファックス 098-879-1352

長年ご使用の製品の点検をおすすめいたします。こんな症状はありませんか?
◆　電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
◆　電源コードにさけめやひび割れがある。
◆　電源が入ったり切れたりする。
◆　本体から異常な音、熱、臭いがする。

すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、故障や事故防止のため
電気店または当社修理受付センターに点検（有料）をご依頼ください。

愛情点検 

©

ご相談窓口・修理窓口のご案内

ご相談窓口・修理窓口のご案内
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